
社員の健康増進

キヤノングループNo.1の健康経営を⽬指すことで、⽣産性の向上に
つながり、社員⼀⼈ひとりが「健康で働ける幸せ」を実感できる会社に
なることを宣⾔します。

社員の健康に向けた取り組み

貢献するSDGｓ

健康経営ダントツ宣⾔

⼤分キヤノンでは、「健康第⼀主義」「三⾃の精神」の⾏動指針に基づき
「健康経営ダントツ宣⾔」を令和元年に社⻑メッセージとして発信しました。

「健康三⾃の精神」と「健康8箇条」を軸に、健康経営を会社全体で
取り組むことを社員全員で実践しています。

2022年に、経済産業省の健康経営優良法⼈ホワイト500（⼤規模法
⼈部⾨）に認定されました。

⼤分キヤノンは、ものづくりの基本はひとづくり、⼈こそが財産と考えています。
社員が⽇々健康で、⽣産性や働きがいの向上に取組み、組織の活性化や企業の持続的な成⻑を⽬指していきます。
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健康経営推進体制

⼤分キヤノンの健康経営推進体制は、健康づくり責任
者を経営トップの社⻑とし、産業医・産業保健スタッフと
⼈事部・九州キヤノン労働組合が連携して健康経営を
推進しています。

安全衛⽣委員会で決定した内容を、各職場の職場
安全衛⽣委員や健康推進委員が健康保持増進責任
者である各職場部課⻑と連携して活動を実施して
います。

会社と健康保険組合では、定期的な連絡会を通じ
社員の健康⽀援に向けて協議し、様々な健康⽀援
活動に取組んでいます。

健康経営推進体制図
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健康経営優良法⼈ホワイト500 健康経営優良法⼈ 2022 ホワイト500

2022年3⽉9⽇、⼤分キヤノンは、経済産業省
と⽇本健康会議が共同で実施する「健康経営
優良法⼈2022（⼤規模法⼈部⾨『ホワイト
500』）」に選定されました。

「健康経営優良法⼈ホワイト500」は、地域の
健康課題に即した取り組みや⽇本健康会議が
進める健康増進の取り組みをもとに、特に優良
な健康経営を実践している法⼈を顕彰する制
度です。
特に、ホワイト５００は上位５００社に

⼊った企業に与えられる名誉ある称号です。

今回⼤分キヤノン・⻑崎キヤノン・宮崎キヤノン
の3社で認定に向けて取り組んだ結果、厳しい
認定基準に合格し、⼤分キヤノンと⻑崎キヤノン
がホワイト５００の認定を受けることができました。
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⼤分県優秀健康経営事業所 表彰式⼤分県優秀健康経営事業所

2021年8⽉25⽇、⼤分キヤノンは⼤分県から
「優秀健康経営事業所」として表彰されました。

「優秀健康経営事業所」とは、健康経営事業所
のうち、⼤分県内の事業所に広く模範となり、今
後も継続した取組が期待できる事業所に対し、
「優秀健康経営事業所」として、その取組を⼤分
県知事より顕彰される制度です。

⼤分キヤノンは、2017年から構内全⾯禁煙に取
り組み禁煙活動を推進してきたことと、社員⾷堂
のヘルシーメニューや社内売店にヘルシースナッキ
ングコーナーを設置するなど若年層からの⾷環境
改善に取り組んできたことが⾼く評価されました。
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健康経営戦略
⼤分キヤノンは、健康経営の更なる進化を通じ
「従業員のパフォーマンス向上」を⽬指します。

事業インパクト
・ 総実労働時間5ポイント減
・ 従業員が元気で活き活きと働ける職場づくり

社会的インパクト
・ ⽣産性向上を通じたよりよい商品をタイムリー
に社会へ提供

・ 健康経営の推進状況を地域へ提供

健康経営戦略マップ
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⼤分キヤノンの健康課題
従業員の平均年齢が上昇する中、健康課題を下記のように
捉えています。

今後の取組み
健康課題解決に向け、下記項⽬に重点をおき、今後も活動に
取組んでいきます。

・ ⽣活習慣病重症ハイリスク者へのフォロー強化

・ 若年層︓30代からの⽣活習慣病予防

・ 各職場における、健康推進活動の展開

・ 個別禁煙⽀援の強化

１．肥満率の増加
※ 25.6％（2015年）→ 33.6％（2021年）

２．肥満につながる⽣活習慣
※ 朝⾷⽋⾷・運動不⾜・睡眠不⾜

３．⾼い喫煙率
※ 26.5 %（2021年）

項⽬ 2024年⽬標 2021年 2020年
定期健康診断受診率 100% 100％ 100％
健康診断後精密検査受診率 80% 59.1% 70.6％

喫煙率 25% 26.5% 26.9%
運動習慣 25% 17.9% 19.8％
朝⾷⽋⾷率 25% 33.1% 32.7％
平均 ⽉間所定外労働時間 5時間 10時間 6時間
平均 年次有給休暇取得率 80％ 67.5％ 75.8％
平均 勤続年数 15年 12.7年 11.2年
離職率 4％ 6.2％ 4.8％
傷病による休職者数 20⼈ 34⼈ 35⼈

健康経営 実績値



プレゼンティーイズム（健康問題による出勤時のパフォーマンス低下）

アブセンティーイズム（健康問題による仕事の⽋勤）

※ 測定⽅法
健康診断の問診で「仕事をしていると、活⼒がみなぎるように感じる」（１．
ちがう ４．そうだ）と「⾃分の仕事に誇りを感じる」（１．ちがう ４．そう
だ）の2項⽬の全従業員平均値を算出。

ワークエンゲイジメント（仕事を通じて活き活きとした状態）
健康な職場では、仕事へのやりがいを感じ、仕事を通じて活き活きとした
状態となるなど、ワークエンゲイジメントが⾼まります。
職場の上司・同僚等の⼈間関係の円滑さや、組織全体としてのマネジメント
指標 として重要な指標と捉えています。

2024年⽬標 2021年 2020年
3.3点 2.8点 2.2点

⼼⾝の不調により、遅刻・早退、⽋勤や休職など、業務⾃体が⾏えない状態
を指します。労働⽣産性の損失の指標として捉えています。

2024年⽬標 2021年 2020年
3.0⽇ 4.1⽇ 4.7⽇

2024年⽬標 2021年 2020年
87％ 84.3% 83.4％

※ 測定⽅法
健康診断問診より「昨年１年間に⾃分の病気やけがで何⽇程度仕事を
休んだか」を測定し、全社員全体平均値を算出。

※ 測定⽅法
健康診断問診票より
①「昨年1年間に、体調不良で仕事を休みたいのに出勤したことは何⽇程度
あったか」を測定し、全社員平均値を算出。
②「病気やけががないときに発揮できる仕事の出来を100％として、過去
4週間の⾃⾝の仕事を評価してください」を測定し、全社員平均値を算出。

何らかの疾患や症状を抱えながら出勤し体調不良があるまま働いている状態です。
プレゼンティーズムによって、⾒えない労働損失・労働⽣産性の低下による
経済的損失の発⽣状況の指標として捉えています。
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⽣活習慣病予防
社員の健康増進・健康⾵⼟づくりを⽬的とし、様々なイベントに取組んでいます

・ 「ヘルシーメニュー」提供と「野菜キャンペーン」実施

社員⾷堂では、管理栄養⼠による、健康に配慮した「ヘルシーメニュー」
を提供し1⽇350g以上の摂取を⽬標とした「野菜キャンペーン」を定期
的に開催しています。
⽉に1度、⾷堂業者と社内担当者で会議を⾏い、社員への
安全・健康な⾷事提供に向けてミーティングを⾏っています。
野菜をふんだんに取り⼊れた、⼩鉢メニューの提供など、社員より
⼤変好評です。

・ 「ダントツからだプロジェクト」

労働組合と協同し、外部運動指導⼠を招いたストレッチセミナーの開催等、
社員の運動習慣のきっかけづくりに取組んでいます。

具体的な取り組み

従業員のヘルスリテラシー

健康レポート 安全衛⽣委員会 衛⽣講話

社員⼀⼈ひとりが正しい知識を持ち、健康課題に向き合うため、様々な取組みを⾏って
います。

年に⼀度、各職場の
健康課題を可視化し
健康状態を把握します

⽉に⼀度、各職場・労働
組合と意⾒を交わし職場
環境の改善に努めます

定期的に産業医の指
導のもと、様々な健康
情報の理解を深めます
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⽣活習慣病予防 ・ 「特定保健指導」「30代保健指導」

40代以上に対しては、社外保健指導スタッフを招き、継続的な保健指導を実施
しています。
30代に対しては、⽣活習慣改善への気づきを早期に⾏うことを⽬的とし、社内産業
保健スタッフによる体重表の提出・専⾨アドバイス等、継続的な保健指導を実施
しています。

活動内容 2021年 2020年

⾷堂野菜キャンペーン 2回開催 2回開催

歩活 春・秋 2回開催 春・秋 2回開催

特定保健指導対象者 332件 400件

特定保健指導実施者 308件（92.8％） 317件（79.3％）

・ 「歩活（あるかつ）」

職場でのコミュニケーション促進・「歩く」習慣の提供プログラムとして、キヤノン
健康保険組合が主催元となった、スマホアプリと歩数計を連動したウォーキング
イベント「歩活（あるかつ）」を、春と秋に実施しています。

社内チーム対抗戦を開催し、上位３チームには賞品贈呈をおこない
社員同⼠でコミュニケーションを図る機会としています。

具体的な取り組み

⽣活習慣病予防活動の展開

禁煙推進
⼤分キヤノンでは、2016年4⽉〜、敷地内全⾯禁煙を実施しています。
キヤノン健康保険組合より、オンライン禁煙プログラムを提供する等、禁煙推進
を⽬的とした取組を⾏っています。
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具体的な取り組み

メンタルヘルスケア（こころの健康づくり）
産業医による、管理職・リーダー職研修の開催を通じ、職場における
メンタルヘルスの早期発⾒・未然予防に取組んでいます。

休職者ケアでは、円滑な職場復帰に向け、産業医・看護職・⼈事担
当者・職場上司と連携し、復職⽀援プログラムを整備・推進しています。

今後の取組み・課題として、社員⾃⾝のメンタルヘルスケア能⼒の向上
を図ることができる、社員育成を検討しています。

項⽬ 2021年 2020年
管理職研修 6回開催 99名参加 8回開催 94名参加
リーダー職研修 7回開催 156名参加 10回開催 116名参加

ストレスチェック受検率 97.8 ％ 98.2 ％

⾼ストレス者率 20.2 ％ 21.4 ％
⼈事・健康⽀援室ミー

ティング 12回開催 12回開催

メンタルヘルス⽀援活動の展開

治療と仕事の両⽴⽀援
誰もが病気になり、治療をしながら仕事を続ける可能性があることから、
当社の産業保健スタッフが「両⽴⽀援コーディネーター」資格を取得し
全従業員を対象に治療と仕事の両⽴⽀援へ尽⼒しています

当社は、スポーツ庁より「スポーツエールカンパニー」に認定されました

＞スポーツ庁ウェブサイト

スポーツエールカンパニー
2022年1⽉26⽇（スポーツ庁）

https://www.mext.go.jp/sports/b_menu/houdou/jsa_00095.html
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地域連携推進活動

がん検診推進

⼥性に向けた健康⽀援

項⽬ 概要 期間

⽣理休暇 ⼥性⽣理⽇に特に
就業困難を申し出たとき 必要な期間

不妊治療休暇 不妊治療を⾏うとき 必要な期間

・ 出社時の検温、アルコール製剤での⼿指消毒

・ 不織布マスクの着⽤

・ 職場での次亜塩素酸希釈液を使⽤した消毒

・ ⾷事前の⼿洗い・⼿指消毒

・ 休憩、⾷事中の会話禁⽌

・ 会議の⼈数制限

・ 県外への出張の⾃粛

・ 社内インフルエンザ予防接種

・ 抗原検査キットを活⽤したクラスター発⽣予防

具体的な取り組み

⼥性特有の健康課題への取組みとして、社内就業規則を下記の通り
定めています。健康⽀援室が⼥性の相談窓⼝となり⼥性が働きやすい
職場づくりを⽀援しています。

地域保健（県・市町村）と連携し、社員の健康づくり⽀援を推進しています。
地域職域連携推進委員となり、⼤分キヤノンの健康経営活動を
地域・企業団体へ周知し、地域全体の健康づくりへ貢献しています。

感染症予防対策
感染症防⽌と⽣産性向上を⽬指した取組みを展開しています。2021年3⽉22⽇取得（厚⽣労働省）

⼤分キヤノンでは、厚⽣労働省が実施する
「がん対策推進企業アクション」の推進パートナー
企業として、がん対策に取組んでいます。

がん検診予約会の開催や職場健康推進委員
へ教育を⾏ない、社員のがんの早期発⾒・予防
に取組んでいます。

＞がん検診推進企業登録アクションウェブサイト

https://www.gankenshin50.mhlw.go.jp/

